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【研究の背景・目的】 
 光化学オキシダントやPM2.5の増加は我国の最重
要環境問題の 1 つである。オキシダントの主要成分
であるオゾンは前駆物質の削減が進んでいるにもか
かわらず大気濃度が減少しないことから、環境対策
の指針を策定するための科学的な根拠が強く求めら
れている。オキシダントおよび 2 次有機エアロゾル
(SOA)の数値モデルは実測に対し過少評価傾向にあ
り科学的理解が欠乏している。今後の大気質予測や
大気質改善のための制御戦略を構築する上で極めて
重要な課題であり、早急に解決する必要がある。 
 数値モデルで予測されるオゾンやSOAが過小評価
となる原因を科学的に解明することを最終目的とし、
以下の項目の達成を目指す。１．オキシダント生成
や SOA 生成・成長・老化に深く関わる HOx サイク
ルの実大気中での回転速度と反応収率を精密に決定
できる方法論の確立、２．HOx サイクルの回転によ
り駆動されるオキシダント生成について実証的な研
究、３．HOx サイクル計測により予測されるオキシ
ダント生成速度と実大気での生成速度の比較による
オキシダント生成理論の検証、４．HOx サイクルと
SOA の成長•老化の関わりを大規模チャンバーで計
測し、統合した数値モデルの構築、５．未知反応性
物質のオキシダントやエアロゾル生成への寄与の評
価、を行うことを目指す。 
 

【研究の方法】 

 HOx サイクルの完全理解を目指し、レーザー分光

法による HO2および RO2反応性測定装置の開発を行

う。また OH, HO2および RO2の反応収率測定装置の

開発を行う。オゾン誘起および太陽紫外線誘起による

HOx の生成速度測定装置を開発する。HOx サイクル

の回転により駆動される準揮発性化合物生成速度の 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     図 1 研究のアウトライン 

測定装置を開発する。HOx サイクルにより引き起こ

る SOA の成長・老化に伴う化学組成および光学・吸

湿特性の変化を明らかにするためのチャンバー実験

を実施するとともに、SOA 生成モデルと比較する。

HOx サイクルの回転速度・反応収率・オキシダント

生成速度と SOA の成長・老化過程についてチャンバ

ーを用いた制御された大気及び実大気を観測し、装

置の妥当性・理論の整合性を検証する。 
 

【期待される成果と意義】 
 本研究では世界に先駆けて HO2 や RO2 反応性を
測定することを計画している。HOx サイクルにより
駆動されるオゾンやその他の準揮発性物質の生成速
度情報を獲得するために、大気光化学反応で重要な
中間体である OH や HO2 ラジカルの実大気におけ
る反応収率という新たな概念をここでは提案してい
る。これ等は全て未到領域であり極めて高い独創性
を有するものである。 
 HOx サイクルの完全理解を目指すのに止まらず、
このサイクルを通して大気中で生成してくるオゾン
およびその他のオキシダントの生成速度を実時間で
補足する試みもユニークな研究である。 
 エアロゾルの成長・老化に関わる酸化剤(HOx, O3, 
NO3)とエアロゾルの相互作用に加えて HOx サイク
ルで生みだされる準揮発性化合物のエアロゾルへの
取込についてラボ実験と大気観測を並行しながら研
究を遂行することも本研究の大きな特徴である。人
体の健康や気候に大きなインパクトを与えるオキシ
ダントとエアロゾルの精密予測を可能とするための
研究であることから社会的な要請の高い研究として
位置付けられる。 
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